
JA大阪市

 Illustration by 吉田ユウスケ Illustration by 吉田ユウスケ

あたらしい繁栄の芽を皆様と
ISSN 1342-3002

vol. 358
2026
winter

JA
大阪

市広報誌 萌



３　JA大阪市 MOE　2026年 冬号 JA大阪市 MOE　2012022月号　２

CONTENTS

２  

年
頭
の
ご
挨
拶

      

お
い
で
〜
菜
情
報   

４  

ト
ピ
ッ
ク
ス

　
　
「
准
組
合
員
モ
ニ
タ
ー
」活
動
紹
介

6   

萌
ニ
ュ
ー
ス

11   

フ
ォ
ト
ク
リ
ッ
プ

13   

よ
も
ぎ
コ
ー
ナ
ー   

14   

お
知
ら
せ

15   

准
組
合
員
モ
ニ
タ
ー
募
集

　今号は、令和7年10月末時点の出資情
報システムを元に、全出資者（全組合員）
世帯に郵送させていただきました。
　お心当たりのない方は、お手数ですが
JA大阪市本店（06-6793-8701）までご連
絡いただきますよう、宜しくお願いいた
します。
【受付時間】平日  09：00～17：15

代表理事組合長

田中　聡

平野店
月～土曜日（日・祝休み）

大阪市平野区平野西5-2-2
（TEL.06-6702-7739）

9:30～15:00

第1火曜
第1水曜
第1木曜
第2火曜
第2水曜
第2木曜

旧加美支店
巽 支 店
加 美 支 店
旧瓜破支店
東淀川支店
東住吉支店

茨 田 支 店
住之江支店
長 吉 支 店
住 吉 支 店
東淀川支店

第2金曜
第3火曜
第3木曜
第3金曜
第4水曜

力
に
よ
り
、堅
調
に
推
移
し
て
お
り
ま
す
。本
年
も
組
合
員・利
用
者
の
利
益
に
つ
な
が

る
商
品・サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
、適
切
な
資
産
運
用
に
よ
り
、事
業
収
益
に
つ
な
げ
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
加
え
て
、令
和
8
年
度
は
役
員
改
選
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
、新
た
な
役
員
体
制
の

も
と
、更
な
る
健
全
・
堅
確
な
経
営
を
着
実
に
実
践
し
ま
す
。そ
し
て
、こ
れ
ま
で
取
り

組
ん
で
き
た
不
断
の
自
己
改
革
、組
合
員
と
の
対
話
活
動
を
更
に
す
す
め
つ
つ
、地
域

か
ら
信
頼
さ
れ
必
要
と
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
大
阪
市
を
目
指
し
て
、令
和
７
年
度
よ
り
ス
タ
ー

ト
し
た
第
9
次
中
期
経
営
計
画
を
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

J
A
大
阪
市
は
国
内
で
も
屈
指
の
都
市
型
農
協
で
あ
り
ま
す
が
、営
農
部
門
の
強

化
を
図
り
、正
組
合
員
で
あ
る
農
業
者
の
営
農
と
生
活
を
支
え
る
事
業
を
第
一
と
し
、

ま
た
准
組
合
員
や
地
域
住
民
か
ら
も
ご
満
足
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
引
き
続
き
提

供
い
た
し
ま
す
。組
合
員・利
用
者
の
皆
様
の
ご
意
見
を
事
業
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
、

よ
り
一
層
の
信
頼
関
係
構
築
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、今
後
と
も
皆
様
の
ご
支

援・ご
協
力
と
共
に
、J
A
大
阪
市
の
更
な
る
ご
活
用
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
末
筆
な
が
ら
、ご
家
族
ご
一
同
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。皆
様
方
に
は
、お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。旧
年
中
は
、当
組
合
の
各
事
業
全
般
に
わ
た
り
、

格
別
の
ご
支
援・ご
協
力
を
賜
り
、心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、大
阪
・
関
西
万
博
も
好
評
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
、１
５

８
の
国
や
地
域
、７
つ
の
国
際
機
関
が
大
阪
・
夢
洲
に
一
堂
に
会
し
、共
に
未
来
社
会
に

つ
い
て
考
え
、交
流
、対
話
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、経
済
情
勢
で
す
が
、国
内
経
済
に
つ
き
ま
し
て
は
、令
和
7
年
10
月
に
就
任
し

た
高
市
総
理
の『
責
任
あ
る
積
極
財
政
』の
考
え
の
も
と
、『
強
い
経
済
』を
実
現
す
る
た

め
の
成
長
戦
略
が
夏
頃
に
策
定
さ
れ
る
予
定
で
す
。ま
た
海
外
に
お
い
て
、秋
に
は
ア

メ
リ
カ
で
連
邦
議
会
中
間
選
挙
を
控
え
て
お
り
、そ
の
選
挙
結
果
が
我
が
国
の
経
済
・

物
価
に
も
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、農
業
を
取
り
巻
く
環
境
に
目
を
向
け
ま
す
と
、令
和
6
年
6
月
の「
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
法
」改
正
を
受
け
、令
和
7
年
4
月
に「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」

が
閣
議
決
定
さ
れ
、今
後
5
年
間
の
中
で
食
料
安
全
保
障
、農
業
者
の
所
得
の
確
保
・

向
上
を
図
る
た
め
の
施
策・取
り
組
み
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、当
J
A
の
事
業
に
お
き
ま
し
て
は
、皆
様
の
ご
利
用・ご
協

大阪教育大学附属
平野小学校

地下鉄谷町線「平野」駅⑥番出口すぐ

平野店

売り切れ
次第終了

販売時間 10:00～12:00
実施日程　 各支店ごとに曜日・週目を固定
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﹁
准
組
合
員
モ
ニ
タ
ー
﹂
活
動
の
ご
紹
介

　

J
A（
農
協
）は
、 
農
業
を
守
り
、よ
り
よ

い
地
域
社
会
を
築
く
こ
と
を
目
的
に
組
織

さ
れ
た
協
同
組
合
で
す
。農
業
の
担
い
手
で

あ
る
正
組
合
員
と
農
家
以
外
の
准
組
合
員

に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

組
合
員
の
た
め
の
組
織
と
し
て
、正
組
合

員
は
、総
代
会
な
ど
で
J
A
の
運
営
に
関
与

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。一
方
、准
組
合
員

に
は
そ
の
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ

こ
で
、准
組
合
員
に
J
A
大
阪
市
を
知
っ
て

い
た
だ
き
、ご
意
見
を
伺
う
た
め
、令
和
３

年
度
か
ら
准
組
合
員
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
ス

タ
ー
ト
。准
組
合
員
を「
正
組
合
員
と
共
に

地
域
農
業
や
地
域
経
済
の
発
展
を
支
え
る

パ
ー
ト
ナ
ー
」と
位
置
づ
け
、皆
様
の
貴
重

な
ご
意
見
を
今
後
の
J
A
運
営
に
活
か
し

て
い
き
ま
す
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
や

ご
要
望
の
う
ち
、す
ぐ
に
改

善
で
き
る
と
こ
ろ
は
改
善

し
、長
期
的
に
検
討
が
必

要
な
こ
と
は
改
善
で
き
る

よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

准
組
合
員
の
声
を

運
営
に
活
か
す
活
動

第 4 期 

第 5 期 

20名のモニターより、計475件のご意見・ご感想・ご要望をいただきました

現在15名のモニターが活動中です。

※詳しくは裏表紙をご覧ください

Topicsトピックス

お
米
作
り
に
は
多
大
な
労
力
や

費
用
が
か
か
っ
て
お
り
、米
の
値

段
が
少
し
高
く
な
っ
て
も
仕
方

な
い
と
納
得
で
き
た
。

貸
農
園
の
設
備
等
に
若
干
の
差

が
あ
る
た
め
、倉
庫
等
が
無
い

所
に
設
置
し
て
欲
し
い
。

2
0
2
0
年
問
題
の
時
に
特
定

生
産
緑
地
を
引
き
継
い
だ
オ
ー

ナ
ー
た
ち
が
、今
度
は
相
続
の

問
題
で
相
続
人
た
ち
が
特
定
生

産
緑
地
を
継
続
す
る
か
ど
う
か

と
、い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
。非
就
農
の
相
続
人
さ
ん
た

ち
が
生
産
緑
地
を
継
続
す
る
た

め
に
も
、貸
農
園
事
業
は
需
要

が
高
ま
る
の
で
は
と
思
っ
た
。

大
阪
の
野
菜
を
使
っ
た
、こ
ま
つ

な
カ
レ
ー
以
外
の
他
の
カ
レ
ー

も
食
べ
て
み
た
い
。

小
・
中
・
高
等
学
校
の
農
業
体

験
は
平
野
区
が
多
い
と
思
う
の

で
、他
区
で
も
ど
ん
ど
ん
や
っ
て

欲
し
い
。

第
１
回
目 

●
令
和
６
年
５
月
14
日（
火
）

　

平
野
支
店
に
て
、事
業
内
容
の
説
明

や
直
売
所「
お
い
で
〜
菜
」平
野
店
の
見

学 

、グ
ル
ー
プ
座
談
会
を
実
施
。

第
２
回
目 

●
令
和
6
年
6
月
26
日（
水
）

　

営
農
促
進
セ
ン
タ
ー
に
て
、利
用
事
業

の
説
明
、田
植
え
体
験
を
実
施
。

第
３
回
目 

●
令
和
6
年
9
月
13
日（
金
）

　

貸
農
園
圃
場
の
見
学
と
事
業
の
説
明
。

そ
の
後
本
店
に
て
Ｊ
Ａ
受
託
作
業
の
説

明
を
実
施
。

第
4
回
目 
●
令
和
6
年
10
月
31
日（
木
）

　

営
農
促
進
セ
ン
タ
ー
に
て
、稲
刈
り
体

験
、新
米
試
食
会
や
セ
ン
タ
ー
の
施
設
見

学
を
実
施
。

第
5
回
目 

●
令
和
6
年
11
月
20
日（
水
）

　

大
阪
市
な
に
わ
の
伝
統
野
菜
圃
場
に

て
、見
学
や
収
穫
体
験
を
実
施
。

第
６
回
目 

●
令
和
7
年
2
月
14
日（
金
）

　

モ
ニ
タ
ー
会
議
の
良
か
っ
た
点
や
改

善
点
の
ほ
か
、今
後
の
Ｊ
Ａ
大
阪
市
を

よ
り
良
く
し
て
い
く
た
め
の
意
見
交
換

を
実
施
。

第
１
回
目

  

●
令
和
7
年
５
月
13
日（
火
）

　

平
野
支
店
に
て
、事
業
内
容
の

説
明
や
直
売
所「
お
い
で
〜
菜
」

平
野
店
の
見
学 

、グ
ル
ー
プ
座
談

会
を
実
施
。

第
２
回
目 

  

●
令
和
7
年
6
月
25
日（
水
）

　

営
農
促
進
セ
ン
タ
ー
に
て
、利

用
事
業
の
説
明
、田
植
え
体
験
を

実
施
。

第
３
回
目 

  

●
令
和
7
年
9
月
12
日（
金
）

　

貸
農
園
圃
場
の
見
学
と
事
業

の
説
明
。そ
の
後
本
店
に
て
Ｊ
Ａ

受
託
作
業
の
説
明
を
実
施
。

第
4
回
目

  

●
令
和
7
年
10
月
30
日（
木
）

　

営
農
促
進
セ
ン
タ
ー
に
て
、稲

刈
り
体
験
、新
米
試
食
会
や
セ
ン

タ
ー
の
施
設
見
学
を
実
施
。

第
5
回
目 

  

●
令
和
8
年
2
月
13
日（
金
）

　

モ
ニ
タ
ー
会
議
の
良
か
っ
た
点

や
改
善
点
の
ほ
か
、今
後
の
Ｊ
Ａ

大
阪
市
を
よ
り
良
く
し
て
い
く

た
め
の
意
見
交
換
を
実
施
予
定
。

令和 8 年度 第 6 期 「准組合員モニター」募集中 ※詳しくは15頁をご覧ください

【
ご
意
見
】

　

Ｊ
Ａ
大
阪
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

直
売
所
や
季
節
の
お
す
す
め
野
菜

を
紹
介
し
て
ほ
し
い
。

【
ご
返
答
】

　

令
和
５
年
８
月
に
開
設
し
た
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
で
す
が
、

ま
だ
ま
だ
改
善
の
余
地
が
あ
り
、今

回
の
ご
意
見
も
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。皆
様
か
ら
の
ご
意
見
・
ご

要
望
を
頂
戴
し
て
、よ
り
良
い
サ
ー

ビ
ス
に
つ
な
げ
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
具
体
的
な
改
善
】

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
に
て
毎
月
末
頃

に
翌
月
の「
野
菜
即
売
の
お
知
ら
せ
」と
し
て
、

移
動
販
売
や
即
売
会
イ
ベ
ン
ト
を
掲
載
し
て
お

り
ま
す
が
、令
和
７
年
４
月
分
よ
り
、Ｊ
Ａ
大
阪

市
直
売
所「
お
い
で
〜
菜
」の
お
す
す
め
野
菜
や

果
物
も
併
せ
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

令和6年度（第4期）のご意見の中から
改善に結びついた事例をご紹介

令和7年度（第5期）でこれまでにいただいたご意見・ご希望など

直
売
所
で
販
売
さ
れ
て
い
る
野

菜
の
レ
シ
ピ
の
分
量
を
個
数
な

ど
で
も
表
記
し
て
欲
し
い
。

家
庭
菜
園
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
た
い
と
思
う
の
で
、講
習

会
・
体
験
会
等
が
あ
れ
ば
、参

加
し
て
み
た
い
。

こ
れ
か
ら
も
農
業
や
食
料
の
未

来
の
為
に
、子
ど
も
た
ち
に
体

験
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
事
を

教
え
て
あ
げ
て
欲
し
い
。

一
般
の
者
が
農
業
体
験
、見
学

が
出
来
る
事
を
う
れ
し
く
思

う
。農
業
の
大
切
さ
、食
の
大

切
さ
を
感
じ
ら
れ
た
。

よ
り
人
員
・
規
模
を
拡
大
し
て
、

営
農
促
進
セ
ン
タ
ー
を
中
心

と
し
て
も
っ
と
手
広
く
事
業
が

出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

高
齢
者
や
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
と
協
力
し
て
、農
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
欲

し
い
。





9　JA大阪市 MOE　2026年 冬号 JA大阪市 MOE　2026年 冬号　8

JA大阪市の活動やイベントをレポート！ ニュース

健
康
増
進
と
組
合
員
の
交
流
を

Ｊ
Ａ
大
阪
市
ゴ
ル
フ
大
会

第
11
回
J
A
大
阪
市
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
入
賞
者
一
覧 

（
敬
称
略
）

優
　
勝　

茨
田
支
店   

橋
詰 

英
尚

第
２
位　

茨
田
支
店   

出
羽 

喜
代
司

第
３
位　

茨
田
支
店   

田
口 

雅
之

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞

　

              

住
吉
支
店   

藤
本 

洋
二

レ
デ
ィ
ス
ト
ッ
プ
賞

　

              

東
淀
川
支
店   

辻
井 

悦
子　

            

当
日
賞　

平
野
支
店    

合
羽 

秀
雄

　

  

そ
の
他 

順
位
賞
等 

14
名

令
和
7
年
度

上
半
期 

部
門
表
彰

災
害
を
学
び
、
日
本
近
代
化
を
支
え
た
旧
居
留
地
を
歩
く

第
23
回
大
阪
ま
ち
な
か
ハ
イ
キ
ン
グ

管
轄
内
受
賞
者
紹
介

令
和
７
年
秋
の
叙
勲

　

11
月
３
日
付
で
発
令
さ
れ
た
令
和
７
年

秋
の
叙
勲
、及
び
令
和
７
年
秋
の
褒
章
に
つ

い
て
、Ｊ
Ａ
大
阪
市
管
内
の
受
賞
者
を
紹
介

い
た
し
ま
す
。（
ご
本
人
様
の
承
諾
を
得
た

方
の
み
掲
載
）

　

11
月
7
日（
金
）、堺
市
南
区
の
天
野
山
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で『
第
11
回
Ｊ
Ａ
大
阪
市

ゴ
ル
フ
大
会
』を
開
催
し
、今
回
は
60
名
が

参
加
し
ま
し
た
。当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

参
加
者
た
ち
は
の
び
の
び
と
プ
レ
ー
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。優
勝
し
た
橋
詰

英
尚
さ
ん
を
筆
頭
に
、上
位
３
位
ま
で
を
茨

田
支
店
の
皆
さ
ん
が
入
賞
。そ
の
結
果
に
茨

田
支
店
は
も
ち
ろ
ん
、他
の
参
加
者
か
ら
も

健
闘
を
称
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

　

11
月
４
日（
火
）、Ｊ
Ａ
大
阪
市
技
術
部
会

主
催
の『
第
33
回
立
毛
品
評
会
』が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。立
毛
品
評
会
は
、収
穫
し
た
作

物
の
品
質
を
競
う
一
般
的
な
品
評
会
と
は

違
い
、栽
培
さ
れ
て
い
る
花
き
や
野
菜
な
ど

作
物
の
品
質
や
状
態
の
他
、圃
場
の
管
理
や

病
害
虫
防
除
な
ど
を
総
合
的
に
審
査
し
ま

す
。栽
培
技
術
の
向
上
や
品
質
改
善
を
目
的

と
し
、例
年
11
月
頃
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

出
品
の
対
象
者
は
Ｊ
Ａ
大
阪
市
の
技
術
部

会
会
員
の
み
で
、技
術
部
会
支
部
長
・
大
阪

府
中
部
農
と
緑
の
総
合
事
務
所
職
員
な
ど

が
審
査
員
と
な
り
ま
す
。

　

当
日
、審
査
員
た
ち
は
４
班
に
分
か
れ
て
、

大
阪
市
内
各
地
区
に
あ
る
31
軒
の
圃
場
を

訪
れ
、各
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
審
査
。今
回
は
全

部
で
23
名
の
入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。授

賞
式
は
２
月
末
頃
に
開
催
予
定
で
す
。

住吉区内の圃場をチェックする審査員た
ち。もうじき収穫を迎える金時人参や田辺
大根が順調に育っていました。

栽
培
課
程
を
総
合
評
価

第
33
回
立
毛
品
評
会

第
33
回
立
毛
品
評
会 

　
入
賞
者
一
覧 

（
店
舗
順
・
敬
称
略
） 

　
組
合
長
賞

 

平
野
支
店　

種
谷 

秀
三 （
コ
マ
ツ
ナ
）

 

住
吉
支
店　

辻
川 

穂
高（
ビ
オ
ラ
）

 

住
吉
支
店　

西
村 

友
宏（
イ
チ
ゴ
）

 

東
淀
川
支
店　

村
上 

圭
子（
キ
ャ
ベ
ツ
）

　
会
長
賞

 

巽
支
店　
　

天
野 

康
英（
安
納
芋
）

 

平
野
支
店　

佐
々
木 

光
彦（
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
）

 

住
吉
支
店　

濵
田 

孝（
シ
ロ
ナ
）

 

長
吉
支
店　

菰
田 

昌
宏（
パ
ン
ジ
ー
）

　
優
秀
賞

 

巽
支
店　

    

中
西 

弘
樹（
ミ
ズ
ナ
）

 

平
野
支
店　

日
下 

恒
春 （
ダ
イ
コ
ン
）

 

住
吉
支
店　

越
智 

正
和（
ビ
オ
ラ
）

 

住
吉
支
店　

田
中 

雅
己（
田
辺
大
根
） 

 

住
之
江
支
店　

𠮷
田 

美
智
雄（
ベ
ニ
ア
ズ
マ
）

 

長
吉
支
店　

石
田 

祐
也（
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
）

 

東
淀
川
支
店　

上
田 

秀
樹（
ダ
イ
コ
ン
）

　
優
良
賞

 

東
住
吉
支
店    

西
野 

孝
仁（
シ
ュ
ン
ギ
ク
）

 

住
吉
支
店　

岡
田 

修（
コ
マ
ツ
ナ
）

 

住
吉
支
店　

金
田 

恵
典（
ハ
ボ
タ
ン
）

 

住
吉
支
店　

松
本 

隆（
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
）

 

長
吉
支
店　

吉
内 

明
春（
ミ
ズ
ナ
）

　
努
力
賞

 

住
吉
支
店    

樹 

富
加
津（
パ
ン
ジ
ー
）

 

住
吉
支
店    

椋
本 

順
一（
ダ
イ
コ
ン
）

 

長
吉
支
店　

芝
本 

等（
キ
ャ
ベ
ツ
）

◆
年
金 

渉
外
部
門
◆

第
1
位  

西 

達
也 （
東
淀
川
支
店
）

第
2
位  

松
井 

雅
志 （
加
美
支
店
）

第
3
位  

福
森 

郷 （
巽
支
店
）

◆
年
金 

窓
口
部
門
◆

第
1
位  

住
吉
支
店 

第
2
位  

東
淀
川
支
店 

第
3
位  

長
吉
支
店

◆
貯
金 

渉
外
部
門
◆

第
1
位  

西 

達
也 （
東
淀
川
支
店
）

第
2
位  

福
森 

郷 （
巽
支
店
））

◆
融
資 

渉
外
部
門
◆

第
1
位  

中
井 

大
貴（
巽
支
店
））

第
2
位  

長
友 

海
斗 （
住
吉
支
店
）

　

10
月
28
日（
火
）の
第
６
回
理
事
会
で
、令

和
７
年
度
上
半
期
優
績
渉
外
・
店
舗
窓
口
表

彰
を
行
い
ま
し
た
。こ
の
表
彰
は
、金
融
部
門

の
重
点
科
目
で
あ
る
貯
金
・
年
金
・
融
資
の
３

項
目
を
対
象
に
、令
和
７
年
４
月
か
ら
６
月

の
第
１
期
、７
月
か
ら
９
月
の
第
２
期
の
実

績
を
も
と
に
採
点
さ
れ
、そ
れ
ら
の
合
計
点

に
よ
り
順
位
を
競
う
も
の
で
す
。

文野専務から優勝トロフィーを受け取る橋
詰さん（写真左）。副賞にはキャディバッグ
が贈られました。

★
瑞
宝
単
光
章

★
水
防
功
労
表
彰

　
　
水
谷 

平 

氏（
東
淀
川
支
店
管
内
）

　

現
在
も
淀
川
右
岸
水
防
事
務
組
合
水
防

団
西
淀
川
第
13
水
防
区
分
団
長
を
務
め
ら

れ
て
お
り
、長
年
に
わ
た
る
水
防
団
員
と

し
て
の
功
績
を
称
え
て
の
叙
勲
で
す
。

松
井 

雅
志

東
淀
川
支
店

住
吉
支
店

長
吉
支
店

西 

達
也 

福
森 

郷

中
井 

大
貴

長
友 

海
斗

　

10
月
23
日（
木
）に『
第
23
回
大
阪
ま
ち
な

か
ハ
イ
キ
ン
グ
』を
実
施
し
、21
名
が
参
加
し

ま
し
た
。今
回
は「
災
害
を
学
び
、日
本
近
代

化
を
支
え
た
旧
居
留
地
を
歩
く
」と
題
し
、大

阪
市
西
区
の
津
波
・
高
潮
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や

旧
川
口
居
留
地
を
め
ぐ
り
ま
し
た
。

　

青
木
善
雄
街
歩
き
ガ
イ
ド
案
内
の
元
、大

阪
メ
ト
ロ
阿
波
座
駅
を
出
発
し
た
参
加
者
達

が
最
初
に
訪
ね
た
の
は「
津
波
・
高
潮
ス
テ
ー

全国的にも珍しい「アーチ型水門」という
構造の安治川水門の模型で、水門が閉ま
る過程を学ぶ参加者達。

大阪を襲った3大台風による高潮被害
の資料を展示する高潮被害トンネル。

水害の際に水防団が開閉する防潮
扉のハンドルを回して開閉を体験。

川口基督教会を見学。

シ
ョ
ン
」。防
潮
堤
や
水
門
の
津
波
・
高
潮
防

ぎ
ょ
施
設
の
一
元
管
理
を
行
う「
防
災
棟
」と
、

府
民
の
防
災
意
識
の
向
上
を
目
的
と
し
た

「
展
示
棟
」を
併
せ
持
つ
施
設
で
す
。「
展
示

棟
」で
は
、か
つ
て
大
阪
を
襲
っ
た
高
潮
や
、

近
い
将
来
起
こ
り
う
る
と
言
わ
れ
て
い
る
東

南
海
・
南
海
地
震
と
津
波
に
つ
い
て
の
正
し

い
知
識
を
習
得
し
、地
震
、津
波
発
生
時
の
対

応
な
ど
を
学
べ
ま
す
。参
加
者
達
は
、迫
力
の

あ
る
映
像
や
津
波
被
害
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

な
ど
を
真
剣
に
見
な
が
ら
、防
災
意
識
を
高

め
ま
し
た
。

　

旧
川
口
居
留
地
の
散
策
で
は
、明
治
時
代

に
創
設
さ
れ
た
川
口
基
督
教
会
を
見
学
。教

会
の
司
祭
か
ら
教
会
の
成
り
立
ち
や
、川
口

居
留
地
の
歴
史
な
ど
を
教
わ
り
ま
し
た
。大

阪
開
港
の
記
念
碑
な
ど
も
見
て
回
り
、日
本

近
代
化
を
支
え
た
川
口
と
い
う
土
地
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。
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 女性会  加美支部 （菅生 典子支部長）

加
美
支
部

  

一
泊
旅
行

  （
長
野
県 

昼
神
温
泉
）

11月4日（火）・5日（水）
参加者20名

茨
田
支
部

  

日
帰
り
旅
行

　
（
京
都
府 

嵐
山
方
面
） 女性会  茨田支部 （西尾 眞喜子支部長）

10月30日（木）
参加者43名

巽
支
部

  

お
正
月
飾
り
講
習
会 

　
（
手
乗
り
獅
子
舞
）

10月22日（水）
参加者27名

 女性会  巽支部 （宮脇 玲子支部長）

平
野
支
部

  

日
帰
り
旅
行 （
兵
庫
県 

　
　
　

丹
波
・
黒
枝
豆
狩
り
）

 女性会  平野支部 （小沢 美津子支部長）

10月15日（水）
参加者23名

東
住
吉
支
部

  

手
芸
講
習
会

  （
水
引
を
使
っ
た
ポ
チ
袋
）

9月18日（木）・10月9日（木）参加者17名

長
吉
支
部

  

一
泊
旅
行

  （
鳥
取
県 

は
わ
い
温
泉
） 女性会  長吉支部 （樽谷 鈴子支部長

）

10月7日（火）・8日（水）
参加者26名

JA大阪市の活動やイベントをレポート！ ニュース

組織活動には、「技術部会」など農家を中心とした組織の他
「女性会」「年金友の会」などがあり、

多くの組合員さんが様々な立場で活動しています。

ＪＡ大阪市 組織活動

東
住
吉
支
部

  

日
帰
り
旅
行

  （
京
都
る
り
渓
温
泉
） 女性会  東住吉支部 （山野 寿子支部長）

10月6日（月）
参加者26名

住
之
江
支
部

  

日
帰
り
旅
行

  （
兵
庫
県 

淡
路
島
・
須
磨
） 女性会  住之江支部 （鈴木 久子支部

長）

10月9日（木）
参加者15名

東
淀
川
支
部

  

日
帰
り
視
察
研
修

  （
滋
賀
県 

野
村
農
園
）

技術部会   東淀川支部（上田 秀
樹 支部長）

9月12日（金）
参加者14名

 女性会  東住吉支部 （山野 寿子支部長）

広報に届いた写真をご紹介

秋
の
収
穫
に
大
歓
声

親
子
で
農
業
体
験

しっかりと稲を掴まないと上手く刈れませ
ん。太い株は小さな子どもの手には余るの
で、保護者のサポートは必須です。

籾すり後の籾殻を触る子供たち。こ
の籾殻は営農促進センターで加工
され、籾殻堆肥となります。

　

11
月
8
日（
土
）、営
農
促
進
セ
ン
タ
ー

に
て
、食
農
教
育
応
援
事
業
イ
ベ
ン
ト『
親

子
で
農
業
体
験
』の
令
和
７
年
度
第
２
回

を
開
催
し
、J
A
大
阪
市
管
内
の
親
子
11

組
31
人
が
参
加
し
ま
し
た
。こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、農
作
物
に
触
れ
て
農
業
に
愛
着
を
持
ち
、

都
市
農
業
に
つ
い
て
親
子
で
考
え
る
機
会
に

な
れ
ば
と
、年
２
回
の
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
や
6
月
の
第

1
回
に
田
植
え
し
た
稲
の
刈
り
取
り
、キ
ャ

ベ
ツ
や
ダ
イ
コ
ン
の
収
穫
で
す
。子
ど
も
達

は
、保
護
者
や
Ｊ
Ａ
職
員
の
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
な
が
ら
、慣
れ
な
い
鎌
や
ス
コ
ッ
プ
を
使

い
、真
剣
な
面
持
ち
で
農
作
物
や
土
に
触
れ

て
い
き
ま
す
。収
穫
に
は
力
が
い
る
の
で
、最

初
は
思
う
よ
う
に
で
き
な
い
子
も
い
ま
し
た

が
、大
き
な
サ
ツ
マ
イ
モ
を
掘
り
出
し
た
り
、

何
度
も
力
を
入
れ
て
や
っ
と
ダ
イ
コ
ン
を
引

き
抜
い
た
り
と
、あ
ち
こ
ち
で
子
ど
も
達
の

歓
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、営
農
促
進
セ
ン
タ
ー
に
あ
る

米
の
乾
燥
機
や
米
の
定
温
倉
庫
な
ど
を
見

学
し
、収
穫
し
た
籾
が
乾
燥
・
籾
す
り
を
経

て
玄
米
に
な
る
工
程
を
学
び
ま
し
た
。

　

収
穫
し
た
野
菜
だ
け
で
な
く
、
ア
ン

ケ
ー
ト
に
答
え
た
方
に
は
新
米（
ヒ
ノ
ヒ

カ
リ
）の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
、大
荷
物
に
。

帰
り
に
は
重
い
野
菜
を
抱
え
な
が
ら
も
、

皆
さ
ん
笑
顔
で
家
路
に
つ
き
ま
し
た
。

鮮
や
か
な
赤
色
が
特
徴
の
ビ
ー
ツ
で

イ
タ
リ
ア
野
菜
料
理
教
室

ビーツの下処理の際の煮汁をボルシチに
投入。ビーツの赤い水溶性色素や栄養が
豊富に含まれているので、有効活用です。

シェフが手掛けた
フォカッチャはモチ
モチ食感で、家でも
作ってみると皆さん
に好評でした。

四天王寺大学の学生
がレシピアイデア発
表会で考案したレシ
ピに、市橋氏が手を
加えたものです。

　

11
月
18
日（
火
）、本
店
に
て
令
和
7
年
度

第
1
回『
イ
タ
リ
ア
野
菜
料
理
教
室
』を
開
講

し
、今
回
は
9
名
が
参
加
し
ま
し
た
。講
師
は
、

J
R
平
野
駅
前
で「
イ
タ
リ
ア
食
堂
ち
ぇ

る
き
お
」を
営
む
シ
ェ
フ
の
市
橋
俊
明
氏
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、大
阪
市
内
で
生
産
さ
れ

て
い
る
イ
タ
リ
ア
野
菜
の
普
及
を
目
的
に
、

令
和
6
年
度
か
ら
は
じ
ま
っ
た
取
り
組
み

で
、
11
月
か
ら
3
月
に
か
け
て
計
4
回
開
催

予
定
で
す
。

　

今
回
の
メ
イ
ン
と
な
る
イ
タ
リ
ア
野
菜

は
、鮮
や
か
な
赤
色
が
特
徴
的
な
ビ
ー
ツ
。

テ
ン
サ
イ
の
仲
間
で
、生
で
食
べ
る
と
土

臭
さ
を
感
じ
ま
す
が
、加
熱
す
る
と
臭
み

が
軽
減
さ
れ
、ほ
の
か
な
甘
さ
を
感
じ
ら

れ
ま
す
。今
回
は
、こ
の
ビ
ー
ツ
を
使
っ
て

世
界
3
大
ス
ー
プ
料
理
と
い
わ
れ
る
ボ
ル

シ
チ
に
挑
戦
で
す
。参
加
者
達
は
、市
橋
氏

の
実
演
で
一
つ
一
つ
手
順
を
確
認
し
、説

明
を
聞
き
な
が
ら
ボ
ル
シ
チ
を
調
理
。ま

た
、フ
ォ
カ
ッ
チ
ャ
の
生
地
作
り
の
実
演

や
ビ
ー
ツ
の
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
の
レ
シ
ピ

も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

調
理
を
終
え
た
参
加
者
達
は
、市
橋
氏

が
用
意
し
た
フ
ォ
カ
ッ
チ
ャ
や
ビ
ー
ツ
の

パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
と
共
に
、自
分
達
が
調

理
し
た
ボ
ル
シ
チ
を
試
食
し
ま
し
た
。

トマトベースの優しい味わいです。
サワークリームで味を変えながら食べ
ると、二度楽しめます。

ボルシチ
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茨
田
支
店

第
51
回
鶴
見
区
民
ま
つ
り

（
花
博
記
念
公
園
）

10月5日（日）

加
美
支
店

第
2
回
か
み
く
ら

　
マ
ル
シ
ェ（
菅
原
神
社
）

10月4日（土）

農業講座　第11期受講生募集
年８回シリーズ

募集期間

開催日程

開催場所

対　　象 講　　師

受 講 料

募集人数

JA大阪市の農家組合員とその家族
（農業後継者） ※貸農園利用者は対象外

2026年４月～2027年2月
　　　　全８回予定（13：30～）
●JA大阪市本店ホール
 　 （大阪市平野区加美鞍作２-２-１）

●営農促進センター２階会議室
　  （大阪市平野区瓜破東6-3-64）

園芸家 中道徹三郎氏
元大阪府農と緑の総合事務所  農の普及課技師

3,000円（税込） ※令和7年度参考価格  
（テキスト代・講習に伴う諸費用を含む）

15名程度 ※応募者多数の場合は抽選

2026年 3月2日（月）～31日（火）

農業用廃棄ビニール
  ・ポリ等処理
農業用廃棄ビニール
  ・ポリ等処理

①各支店・営農促進センターで【廃ビ回収袋】を購入し、
その際にお渡しする『申込書』と『委任状』に必要事項
を記入してください。
②廃棄資材を【廃ビ回収袋】に入れて営農促進センター
へ持ち込み、ご記入いただいた『申込書』『委任状』も
一緒にご提出ください。

持込期間

利用方法

持込場所

対象廃棄物

2026年 3月下旬予定 
営農促進センター

農業用被覆資材、肥料袋、畔波シート、
農ポリ、育苗箱等

のお知らせ

のお知らせ
これから本格的に農業に取り組もうと考えておられる農業後継者等の方々
を対象に、野菜栽培などの基礎知識や病害虫についての講習会を開講。

《お問合せ・お申し込み》 ご利用の各支店
※募集要項は作成時点の予定のため、変更される可能性があります。

●廃ビ回収袋の購入時に詳細をご案内します。

ＪＡ大阪市では「一支店一地域貢献活動」と題した
地域に密着した活動を、各支店毎に行っています。

技術部会・女性会と協力した各イベントでの野菜即売会や
地域の子どもたちが土に触れるミニイベントの実施など、

「農」を通した様々な活動です。

一支店一地域貢献活動

食べ物で冷え性対策

おいしく食べて美しく
栄養士・ダイエットコーチ ●吉田理江

■ ショウガ
　ショウガの辛味成分ジンゲロールには、血管を拡張させ
て血行を良くする働きがあるため、冷え性対策にお薦めの
食材です。ジンゲロールは、加熱するとショウガオールに変
化します。ショウガオールは胃腸を刺激し、内臓の働きを活
発にするため、生で食べるより加熱して食べると体の中か
ら温まるでしょう。汁物、炒め物に加えるとおいしく食べな
がら冷え性対策ができます。

■ カボチャ
　カボチャに含まれるビタミンEには、末梢（まっしょう）血

管を拡張させて血行を良くする働きがあります。血行不良に
よる冷え性や肩凝り、頭痛などの改善効果も期待できる栄
養素です。ビタミンEは、強い抗酸化作用や抗炎症作用があ
るため、美しい肌をつくりたい人は積極的に食べると良いで
しょう。料理が苦手な方は、冷凍カボチャを電子レンジで加
熱し、マヨネーズや麺つゆであえると手軽に食べられます。
 
■ 長ネギ
　長ネギの白い部分に多く含まれている硫化アリル（アリシ
ン）は独特の香りや辛味のもととなる成分です。体温を高め
て血行を促進させる働きがあります。体温が下がると免疫
機能が低下し、風邪、インフルエンザなどの感染症にかかり
やすくなるので、感染症対策にもお薦めです。斜めに薄切り
にした長ネギを電子レンジで加熱し、ごま油、鶏がらスープ
のもとであえるとおいしく食べられます。
 
　生活習慣の見直しとバランスの
良い食生活で、冬の時期を乗り切り
ましょう。

日に日に寒さが厳しくなってくるこの頃は、冷えに悩
む方にとってはつらい時期ですね。今回は、冷え性対
策にお薦めの食べ物を三つお伝えします。

住
吉
支
店

第
51
回
す
み
よ
し

　
　
　
　
区
民 

ま
つ
り

（
沢
之
町
公
園
、住
吉
区
役
所
）

10月25日（土）

本
店
、加
美
・
平
野
・
長
吉
支
店

第
50
回
ひ
ら
の
区
民
ま
つ
り

 （
出
戸
池
グ
ラ
ウ
ン
ド
、平
野

   

区
民
セ
ン
タ
ー
、長
吉
公
園
）

10月25日（土）

9月25日（木）

巽
支
店

園
児
た
ち
が
園
庭
で

　
野
菜
苗
の
植
え
付
け

（
白
菊
幼
稚
園
）

東
住
吉
支
店

2
0
2
5
東
住
吉
区
民

　
　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
長
居
公
園 

自
由
広
場
）

10月19日（日）

東
淀
川
支
店

大
阪
市
立 

東
井
高
野
小
学
校

1
年
生
が
サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り

 （
井
田
一
裕
氏
　
圃
場
）

11月6日（木）

児童からのメッ
セージ冊子。

メッセージは3
7枚綴られて

います。

茨
田
支
部

  
視
察
研
修

  （
滋
賀
県 

奥
村
農
園
）

技術部会   茨田支部（綿世 良一 支部長）

11月10日（月）
参加者23名

よ も ぎ コ ー ナ ー「農」と農業者のための情報
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桂 米舞
桂 紋四郎
桂 春若
笑福亭 たま
桂 米左

（出演順）

第229回 新春初笑い！ ひらの寄席

開催日時

料　金
料　金

定　員定　員

日時
13時から3時間程度 活動内容 集合／会場

（本店集合）マイクロバス移動

第１回
2026年
5月12日（火）

平野支店
直売所「おいで～菜」

・JA大阪市の事業内容説明　
・直売所見学　・アンケート記入

第２回

第３回

第４回

2026年
6月23日（火）

2026年
9月11日（金）

2026年
10月29日（木）

（本店 集合）
営農促進センター

（本店 集合）
営農促進センター

（本店 集合）
貸農園

・営農促進センターにて「田植え体験」
・アンケート記入

・営農促進センターにて「稲刈り体験」
    「米試食会」「センター内施設見学」
・アンケート記入

・貸農園の見学　  ・受託作業の説明　
・アンケート記入　・座談会

第５回
2027年
2月12日（金） 本店 

・ご意見ご要望改善点等報告会
・アンケート記入　・座談会

● JA大阪市の准組合員の方（年齢・性別不問）
● 下記日程の活動に5回とも参加できる方

【応募方法】
　   ホームページ  ◆ホーム【新着・重要なお知らせ】の【キャンペーン・イベント】もしくは、ホーム中段にある
　　　　　　　　     バナーから『准組合員モニター募集』をクリック。申込フォームに必要事項を入力して送信

　   応募用紙  　  ◆応募用紙に必要事項を記入のうえ、JA大阪市支店に持参
　  　                              ※応募用紙は支店に設置。またはJA大阪市HPよりダウンロードしてください。

　   はがき              ◆下記の必要事項を記入のうえ、下記宛先に郵送
　  　　                          〒547-0004  大阪市平野区加美鞍作2丁目2-1   JA大阪市本店組織活性対策課

　    メール             ◆下記の必要事項を記入のうえ、右記アドレスに送信　r-soshik@win.jaosk.jp

    ＝必要事項＝　「准組合員モニター希望」と明記（メールの場合は件名に）
　　　　　　　　 ①郵便番号 ②住所 ③氏名 ④年齢 ⑤性別 ⑥電話番号 ⑦利用店舗

【応募締切】 2026年 2月27日(金）
【募集人数】 20名程度  応募者多数の場合は抽選  ※モニター決定の通知は、3月初旬に郵送にてご連絡します。

【お問合せ】 JA大阪市本店 企画管理部 組織活性対策課　
　　　　　 TEL.06-6793-8701(代表）

応募
条件

● 各回、クオ・カード2,000円分の謝礼があります
● アンケートは活動内でご記入いただき、持ち帰りはありません
　（一部、事前にアンケートをお送りする場合があります）
● 集合場所まで公共交通機関をご利用の場合は、実費をお支払いいたします

待遇

JA大阪市の事業や施設を見学・体験して
ご意見ご要望をお聞かせください

参加謝礼
あり

令和８年度　第 6 期 「准組合員モニター」募集中

個性豊かな5人の落語会

2026年1月15日（木）
  13：30～ （開場13：00）

茨田支店
東淀川支店

JA大阪市 ホームページアドレス　
https://www.ja-osakashi.or.jp/

本店資産管理相談課
（組合員相談センター）

営 農 促 進 センター

直売所おいで～菜平野店

☎06-6791-3901

☎06-6700-6111

☎06-6702-7739

☎06-6793-8701
☎06-6758-0521
☎06-6791-0546
☎06-6702-0852
☎06-6701-7500
☎06-6691-0293
☎06-6681-4174
☎06-6709-2255

本 店
巽 支 店
加 美 支 店
平 野 支 店
東住吉支店
住 吉 支 店
住之江支店
長 吉 支 店

☎06-6912-1000
☎06-6328-4567

「地域と歩もう 未来に向けて  次代につなごう 協同の力」

◆ 組合員数

◆ 職 員 数

（令和7年10月末現在） 3,065億7,205万円
789億0,292万円
5,487億3,017万円
94億1,360万円
1億0,472万円

954名
19,013名
226名

◆ 貯金残高
◆ 貸出金残高
◆ 長期共済保有高
◆ 年金共済保有高
◆ 購買品供給高

正組合員
准組合員

《主催 ・開催場所》  公益財団法人 平野区画整理記念会館 　  
　　　　大阪市東住吉区中野2-7-16　TEL.06-6702-0513　FAX.06-6702-0519　  https://kinen100.wixsite.com/kinen

申込方法 会館窓口・チケットぴあ

本誌は、府内及び全国の一部JA（系統含む）、府内及び全国の主要図書館、関係団体、JA大阪市店頭において配布。また、JAグループ内で実施される広報誌コンクールへの応募も行っています。

2026年1月24日（土）～3月27日（金）
各回13：30～15：00

歴史講座 豊臣秀長（全7回）

内容と開催日時

天下を支えた名参謀 豊臣秀長
                 ～知られざる兄弟の絆と大和の夢～

1月24日（土） 
1月30日（金） 
2月   6日（金）
2月13日（金）  
2月20日（金） 
3月13日（金） 
3月27日（金） 

1回のみの受講も可能

羽柴きょうだいと戦国のきょうだい
秀長と大和郡山城下町
豊臣摂関家と羽柴御三家
秀長の大和支配
秀長と諸大名
秀長の家臣団
豊臣秀長の築城-大和郡山城と和歌山城-

シルクロード第一人者 山田勝久先生講演会　

料　金100名                      1,100円定　員

開催日時 100名 
1,100円

2026年1月25日（日）
13：30～ （開場13：00）

古代日本に於ける渡来人の活躍。
倭国と朝鮮半島の友好交流の歴史を語る。

各回100名　
◆前売  《全7回》 6,600円  《1回》 1,100円　
◆当日  《全7回》 7,700円  《1回》 1,320円

JAのこだわり
セレクションカタログ

皆様に存分にご満足していただける
旬の品々をご用意いたしました。
旬の味覚が満喫できる月別商品や
贈り物に適した歳時商品、
年間を通じて味わえる通年商品まで、
ご希望に合わせてお選びいただけます。

商品申込締切

商品お届け期間　　　　　　 2026年4月より2027年3月まで
毎月、申込商品を宅急便にて産地（加工センター）よりお届け。

カタログ「旬鮮倶楽部」に掲載商品の中から、
毎月１品以上、年間一括でお申し込みください。
2,970円～10,930円（送料・税込）の商品を取り揃えています。

2026年1月30日（金）

全国の旬のおいしさを
毎月1回・合計12回
お届けします。

《お申込み・詳細お問合せ》 お近くの各支店まで

果物・生鮮品・加工品（お肉・お魚・
惣菜・麺類・デザートなど）を多数掲
載しています。

カタログ・申込書は各支店にご用意

JAのこだわり
セレクションカタログ

お申込
受付中

旬鮮倶楽部旬鮮倶楽部
2026



農業体験や
新米の試食もできます！
是非ご応募ください！

「農」の営みを通して JA大阪市を知り
ご意見やアイデアをください！

日程・応募方法など詳しくは裏面をご覧ください

令和8年度

第 6期

５月～2月
全 5回
2026年　 　2027年

准組合員モニター准組合員モニター

【お問合せ】 JA大阪市本店 企画管理部 組織活性対策課TEL.06-6793-8701(代表）

【応募期間】 2月27日（金）まで
【応募方法】 応募用紙の店舗持参・はがき・メール・
　　　　　    ホームページの申込フォームから

● JA大阪市准組合員（年齢・性別不問）
●  全日程に参加できる方（全5回）

クオ・カード 2,000円分
プレゼント！

ご参加各回（５回）

募集中！募集中！20名20名

　JAでは、正組合員の皆さんは総代会等でJAの運営

に関与できる一方、准組合員の皆さんにはその機会

がありませんでした。そこでJA大阪市では、准組合員

を「正組合員と共に地域農業や地域経済の発展を支

えるパートナー」と位置づけ、令和3年度から『准組合

員モニター制度』を開始。皆様の貴重なご意見を今

後のJA運営に活かしていきたいと考えております。

JA大阪市の事業や施設の見学＆体験

Ｊ
Ａ
の
こ
と
知
り
た
い

意
見
を
出
し
た
い

そ
ん
な
准
組
合
員
さ
ん
の

参
加
を
待
っ
て
い
ま
す
！

体
験
し
て
み
た
い 2026年

ご参加いただいた皆様に
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